
~ 

織
織
戴
」
鷺一
」
 

市
で
は
、
二
十
歳
を
迎
え

た
人
達
を
お
祝
い
す
る
た
め

の
成
人
式
を
、
新
年
早
々
に

行
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
夏
に

行
っ
て
き
た
も
の
を
除
雪
技

術
の
進
歩
な
ど
か
ら
、
 一
月

に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
正
 

対
象
者
に
は
、
住
民
基
本

台
帳
に
基
づ
き
ハ
ガ
キ
で
通

知
し
ま
す
。
 

ま
た
、
学
生
や
勤
務
の
都

合
な
ど
で
市
外
に
住
ん
で
お
 

▽
日
時
 
昭
和
六
十
一
年
一

月
三
日
（
金
）
 

午
前
十
時
三
十
分

▽
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 

▽
対
象
者
 
昭
和
四
十
年
四
 

一
！
【
《
！
【
！
【
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！
”
●
白
《

り
●
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”
一
 

【
！
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【
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【
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【
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【
《
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白
！
白
一《
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一
白！
！
】
！
り
白《
白
 

月
二
日
か
ら
昭
和
四
 

十

一
年
四
月
一
日
ま
 

で
に
生
ま
れ
た
人

詳
し
い
こ
と
は
、
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
（
。
⑩

二
一
一
一
番
 
内
線
二
五
〇

番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

第
1
9
回
歳
末

助
け

合
い

芸
能
祭
 

×
 

×ー
 募
金
を
社
協
へ
寄
付
 1
 

を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
会
で
は
こ
の
芸
能
 

祭
で
集
ま
っ
た
募
金
約
三
十
四
 

ー
・

、

ー
‘
 

万
円
を
、
翌
二
日
に
市
社
会
福

祉
協
議
会

へ
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
 

i
十

』
一
 潟
」
翻
鼎

1
1
謁
一
 

厚
【
】
価一
 
価
ニ【
”
●

・
 

月
で
帰
省
さ
れ
て
い
る
人
達
 
ら
れ

る
市
出
身
者
の
参
加
も

も
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
し
 
歓

迎
し
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
 

た
も
の
で
す
。
 

さ
い
。
 

発行 五所川原市 
〒031 

青森県五所川原市字岩木町12 
云 O173 -⑩2111(( 

編 集 総務部秘書企画課

印 刷 宥北斗オフセット しかわら 
市の人口 総数52,203人（男25,215・女26,988）世帯数14,730 (10月31日現在） 	（毎月 2回 1日・15日発行） 

O心身ともに健康で、明るい家庭をつくります 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

⑨平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります 

⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくりますr 

0未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 

（昭和59年10月I日制定） 

わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

一‘~  

市 民 憲 章 

一
 

No.605 

1211 

昭和 60 年 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
o
後
で
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
、
 

ち
ど
り
舞
踊
会

（
佐
々
木
伸

雄
会
長
）
主
催
の
歳
末
助
け
合

い
芸
能
祭
が
十
二
月
一
日
、
市

民
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
芸
能
祭
は
、
同
会
が
歳

末
助
け
合
い
運
動
に
協
賛
し
て
 
 

開
い
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で

十
九
回
目
。
 

例
年
、
人
気
が
高
い
こ
の
芸

能
祭
を
み
よ
う
と
、
市
内
は
も

と
よ
り
近
隣
町
村
か
ら
も
多
勢

詰
め
か
け
、
会
場
は
お
客
様
で

び
っ
し
り
。
出
席
し
た

人
達
は
民
謡
、
歌
謡
、
 

舞
踊
な
ど
で
約
四
時
間

に
わ
た
っ
て
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
森
田
市
長

は
来
賓
と
し
て
「
十
九

年
間
も
続
け
て
こ
ら
れ

た
こ
と
に
対
し
て
関
係

者
の
皆
様
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
 

ご
出
席
の
皆
様
も
身
体

に
気
を
つ
け
て
、
元
気

一
で
良
い
年
を
迎
え
て
く

だ
さ
い
」
 
と
あ
い
さ
つ
 

五
所
川
原
短
歌
会

（
浜
田
ち

か
会
長
）
主
催
の
第
二
十
五
回

県
下
短
歌
大
会
が
＋

一
月
二
十

四
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
に
は
、
西
北
五
は
も

と
よ
り
県
内
各
地
か
ら
歌
人
約

七
十
五
人
が
参
加
。
大
会
は
 
「
 

当
季
雑
詠
」
、
 「
り
ん
ご
」
 
の

二
つ
の
宿
題
と
「
商
人
」
 
の
席

題
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
人
達

は
時
々
、
会
場
の
窓
か
ら
所
々

に
積
雪
の
み
ら
れ
る
発
珠
山
を

遠
く
に
眺
め
な
が
ら
、・
真
剣
な

表
情
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し

た
。
 

総
合
上
位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
。
①
佐
藤
正
一
（
弘前
）
②

片
桐
よ
し
子
（
弘
前
）
③
舘
山

秋
穂
（
板
柳
）
④
長
谷
川
善
作

（鯵
ケ
沢
）
⑤
佐
藤
元
彦
（
弘前
）
 

（
敬称
略
）
 

“

．

◆
“
・

●
‘
ー
 
“
‘

◆
“
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市
民
総
合
文
化
祭
協
賛
 

囲
国
囲
圏
因
園
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今
年
は
、
春
以
来
天
候
に

恵
ま
れ
、
ニ
年
続
き
の
豊
作

が
見
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
台

風
十
三
号
の
被
害
は
予
想
以

上
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
 

特
に
り
ん
ご
の
被
害
は
大
き

く
、
稲
作
も
ま
た
期
待
さ
れ

た
程
の
収
穫
を
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

て
、
市
全
域
が
三
類
米
地
域

と
な
っ
た
こ
と
や
市
農
業
ま

つ
り
を
開
く
こ
と
が
で
き
た

な
ど
、
喜
ば
し
い
こ
と
も
あ
 

二
ん
琢
」
、o
o円
で
バ
ラ
内
合

頭
皿
 

、一 

嚇き‘つりQ)油肖貧拡笑ぎ 

第34回県青l大勢開られる 

3 

今
年
の
お
も
な
で
き
ご
と
 

1
・
1
 
新
年
名
刺
交
換
会
 

5
 
消
防
団
出
初
式
 

2
3
 市
長
が
豪
雪
の
除
排
雪
状
況
を
視
察
し
、
従
事
者
 

を
激
励
 

2
・
8
 
市
長
が
、
毘
沙
門

・
長
富
地
区
農
産
物
加
工
施
設
 

の
状
況
を
視
察
、
従
事
者
を
激
励
 

1
0
 五
所
川
原
雪
ま
つ
り
 

2
3
 5
9年
度
市
文
化
奨
励
賞
、
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
表
彰
式
 

2
1
 森
田
市
長
が
、
出
稼
者
を
激
励
訪
問
 

・

2
 
日
立
東
部
セ
ミ

コ
ン
ダ
ク
タ
脚
津
軽

工
場
が
完
成
 

8
 
市
議
会
第

一
回
定
例
会

（ー
1
9)
 

3
1
 花
田
助
役
が
退
任
、
四
月
一
日
付
け
で
県
教
育
庁
 

教
育
次
長
に
就
任
 

4
'
5
 
吉
岡
良
三
氏
が
助
役
に
就
任
 

8
 
新
入
学
児
童
に
黄
色

い
安
全
帽
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

1
9
 長
橋
地
区
で
県
林
野
火
災
防
禦
訓
練
 

2
6
 環
境
緑
化
ま
つ
り
開
か

れ
る
 

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
始
ま
る
 

2
9
 お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が

ス
タ
ー
ト
 

5
・
1
 
暴
力
追
放
対
策
会
議
開
く
 

2
 
自
民
党
移
動
政
調
会
開
か
れ
る
 

1
4・2
0
 

 
市
長
が
、
市
内
各
地

の
水
田
を
回
り
田
植
え
中
の
 

人
々
を
激
励
 

1
6
 県
へ
市
の
重
点
事
業
を
説

明
 

6
・
3
 
消
防
団
観
閲
式
 

5
 
朝
市
オ
ー
プ
ン
 

7
 
半
島
振
興
法
か
国
会
で
成
立
 

1
3
 市
議
会
第
二
回
定
例
会
 

1
6
 交
通
安
全
お
も
い
や
り
ロ
ー
ド
開
か
れ
る
 

2
9
 暴
力
団
追
放
対
策
六
者
会
議
開
く
 

7
 
2
 
市
政
懇
談
会
を
市
内
十
カ
所
で
開
催
 

7
 
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
県
民
大
会
開
か
れ
る
 

1
4
 市
長
が
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
な
ど
を

視
察
（
、
2
7)
 

26 

(
 

《
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市議会議員貞殿轟iわれ 

り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
青
森
地
域

テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
の
指
定
を
受
け
た
一
」
 

と
、
半
島
振
興
法

の
成
立
を

み
た
こ
と
、
漆
川
工
業
団
地

に
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク

タ
脚
津
軽
工
場
が
完
成
し
た

こ
と
や
新
生
大
橋
が
完
成
し

た
こ
と
な
ど
、
本
市
を
中
心

と
す
る
西
北
津
軽
の
時
代
へ

向
け
て
飛
躍
す
る
展
望
が
開

か
れ
た
一
年
と
い
え
る
で
し

よ
う
。
 

今
年
一
年
を
振
り
か
え
っ

て
み
ま
し
た
。
 魁塁雄亘舎歪篇主“お碧にま監‘ 

ーーへニニへ、＼、 

七ツ館小プールが完成（7.16) 
五―中のプールが完成（7.23) 

1
6
 七
ツ
館
小
プ

ー
ル
完
成
 

2
3
 五
所
川
原
第
一
中
の
プ
ー
ル
完
成
 

2
4
 市
全
域
が
三
類
米
地
域
と
な
る
 

8
・
1
 
税
務
課
の
証
明
業
務
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
 

4
 
五
所
川
原
夏
ま

つ
り
開
か
れ
る
（1
7
)
 

1
0
 市
議
会
第
三
回
臨
時
会
 

末 12 
H 14 28 25 23 13 9 2 	25 	24 	ii 4 1 28 20 20 14 10 8 5 1 30 	30 14 12 

毘
沙
門
・
長
富
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

青
森
地
域
テ
ク
ノ
ボ
リ
ス
が
指
定
と
な
る

日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
車
道
を
田
沢
代
議
士
に
陳

情
 

3
0
 稲
実
な
ど
四
カ
所
の
消
防
屯
所
が
完
成
 

9
・
ー
 
台
風
1
3号
に
よ
り
、
り
ん
ご
な
ど
に
大
き
な
被
害
 

5
 
台
風

1
3号
被
害
対
策
本
部
設
置
 

8
 
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
 

1
0
 栄
地
区
が
、

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
推
進
地
区
に
指
定
 

1
4
 第
3
4回
県
青
年
大
会
が
開
か
れ
る

（
ー1
5)
 

2
0
 市
老
人
福
祉
大
会
開
く
 

2
0
 飲
酒
暴
走
運
転
追
放
市
民
総
決
起
大
会
開
か
れ
る
 

2
8
 市
民
憩
い
の
森
づ
く
り
ス
タ
ー
ト

（飯
詰
山
）
 

m
・
1
 
市
褒
賞
、
文
化
褒
賞
表
彰
式
 

4
 
合
同
金
婚
式
を
開
く
 

1
 

直
治
氏
、
副
議
長
に
石
岡
裕
氏
が
選
任
 

4
 

縦
貫
自
動
車
道
を
決
議
 

2
5
 台
風

1
3号
に
よ
る
り
ん
ご
落
果
被
害
が
激
甚
災
害
 

に
、
天
災
融
資
法
発
動

な
る
 

1
1・
2
 
市
農
業
ま

つ
り
開
く
（
1
3
)
 

Q
。
 

市
議
会
第
六
回
定
例
会

（
ー
1
2・
6
)
 

俵
元
農
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
完
成

市
議
会
第
七
回
定
例
会
（

ー
 
）
・

し
き
し
ま
コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
完
成
 

（予
定
）
 

1
1
 市
議
会
第
四
回
臨
時
会
が
開
か
れ
、
議
長
に
川
浪
 

2
4
 東
北
市
長
会
が

青
森
市
で
開
か
れ
、
日
本
海
沿
岸
 

市
議
会
第
五
回
臨
時
会
 

9
 
市
義
ヘ
ム
第
五
回
臨
侍
ヘパ
 

1
3
 新
生
大
橋
完
成
 

2
3
 三
好
診
療
所
完
成
 



区
ー
ー
ムフ
後
の

ョ
 づ

く

り
話
し
久
ロ
・
 

ー
県

の
現
地

指
導
 

栄地 

（第605号） ④ 広報ごしょがわら 昭和60年（1985年）12月15日 

』称
春
デ
医
ヒ
対
談
ブ
 

」
視
聴
く
だ
さ
い
 

■

青
森
テ
レ
ビ
 

(
AT
V
)
 

月
二
日
（
木
）
 

午
前
七
時
か
ら
 

七
時
十
五
分
ま

で
 

■

青
森
放
送

（R
A
B
)
 

一
月
三
日

（
金）
午
前
七
時
二
十
分
 

か
ら
七
時
三
十
五
分
ま
で
 

×
 

ノ
 

奮競貰轍鍵端搬ミ滞競響欝§／ 
aい1ン、ン敏可、之り lJ,h葦おイら八ど”払り）7りff、ツ 	” 

柳1．、、・こ二、 	 、、ッS三了プ,、 	11 
独翠りと魚懲零‘各iか誠弓・着馬2gJ’器母か鵬り；苦駿「奪労；； 氏

レ日 時 昭和61年1月1日 午前11時 

入1具云‘土臣＋ルZ，、禽ト。‘比 	 1 D場 所 市民文化会館2階 
r 了 二”‘一～、I 一一」、口“ IH 	 I 
ン会 費 1,500円 	 子 

（申し込みと同時に納入くださいJ 	 」 

レ申し込み先 市管理課または五所川原商工会議所 	て 

レ受付締切り 12月20日（金） 

主 催 五所川原市・五所川原商工会議所 

× 市内農業協同組合懇談会  ノ× 

「
診
療
所
の完誠
醸
ビ
 

．老
朽
化
し
た
建
物
を
と
り
こ
 

わ
し
、
今
年
八
月
か
ら
新
築
工
 

事
を
進
め
て
い
た
鶴
ケ
岡

の
三
 

本
年
九
月
十
日
に
、
自
治
省

か
ら
「

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
地

区
」
 
の
指
定
を受
け
た
栄
地
区

に
対
す
る
県
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 
 

好
診
療
所
（
小
林
克
巳
院
長
）
 

が
完
成
し
十

一
月
二
十
三
日
、
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三
好
 

づ
く
り
現
地
指
導
が
十
一
月
一
一

十
五
日
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
栄
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
地
区
の
コ
ミ
ユ
 

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
う
え
で

の
問
題
点
な
ど
を
話

し
合
い
、
今
後
の
活

動
に
役
立
て
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
 

現
地
指
導
に
は
、
 

県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研

究
会
委
員
の
石
崎
宜

雄
青
森
大
学
地
域
問

題
総
合
研
究
所
長
と
 
 

で
地
区
住
民
な
ど
約
ニ
百
人
が

出
席
し
て
、
そ
の
落
成
式
を
行

い
ま
し
た
。
 

同
診
療
所
は
、
敷
地
と
建
物

を
市
（
西
北
中
央
病
院
）
が

貸

与
し
て
い
る
も
の
で
、
木
造
平

屋
建
て
、
建
築
面
積
一
八
五

・

四
九
平
方

U
、
工
費

一
七
一
八

万
五
千
円
、
診
療
室
、
調
剤
室
、
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
室
、
検
査
室
、
待
合

室
な
ど
が
完
備
し

て
い
ま
す
。
 

落
成
式
で
は
、
森
田
市
長
が
 

「
こ
の
診
療
所
が
、

地
域
医
療

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る

と
と
も
に
、
地
区
住
民

の
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割

も
果
た
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
 

高
橋
興
青
森
高
校
教
諭
、
工
藤

義
次
地
方
課
振
興
班
長
、
地
区

か
ら
毛
内
務
住
民
協
議
会
長
唾

か
住
民
、
市
か
ら
逆
瀬
川
清
巳

総
務
部
長
な
ど
合
わ
せ
て
約
五

十
人
が
出
席
。
 

ま
ず
同
地
区
の
村
本
満
喜
子

さ
ん
と
阿
部
政
昭
さ
ん

の
二
人

が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
進

め
て
い
く
う
え
で

の
問
題
点
や

課
題
な
ど
、
事
例
を
入
れ
な
が

ら
発
表
。
そ
れ
を
受
け
て
全
体

討
議
を
行
い
、
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
石
崎
、
高
橋
両
委

員
が
、
 
「都
市
部
と
農
村
部
が

お
互
い
に
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
、
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築

い
て
い
か
 
 

す
」
 
と
式辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、

川
浪
直
治
市
議

会
議
長
、
川
村
礼

一
郎
北
五
医

師
会
長
、
川
浪
重
次
郎
市
議
会

議
員
の
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
診
療
所
は
、
内
科
と
小
児

科
が
中
心
で
す
が
、
三
好

・
中

川
地
区
住
民
は
も
と
よ
り
、
車

力

・
稲
垣
村
、
木
造
町
な
ど
西

郡
の
一
部
か
ら
も
治
療
に
訪
れ

て
お
り
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
長
年
待
ち

望
ん
で

い
た
新
築
が
実
現
し
た

こ
と
に
、
地
区
住
民

の
喜
び
は

ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に

は
、
そ
の
接
点
と
な
る
よ
う
な

事
業
が
必
要
だ
。
ま
た
、
施
設

を

つ
く
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

育

つ
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
ソ

フ
ト
な
事
業
を
工
夫
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
な
ど
、

い
く
つ

か
の
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
 

同
地
区
住
民
協
議
会
で

は
、
 

今
回
の
現
地
指
導
の
結
果
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
本
年
度
は
既

存
の
事
業
計
画

の
充
実
を
は
か

り
、
ま
た
来
年
度
以
降
は
、
住

民
意
識
調
査
な
ど
も
取
り
入
れ
、
 

さ
ら
に
充
実
し
た
事
業
を
盛
り

込
み
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。
 

r
 

r 
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俵
元
地
区
の
農
産
物
加
工
研
 

修
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
十

一
月
 

俵元地区 

ねたき
s. ;p

) 	会
長一 

、
 

・

ー
・ー
・ー
・ー
・
・
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・
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ね
発
嵩
甘
一
県
〈
ぐ
ら
し
の

お
年
寄
り
を

励

ま
す
 

ね
た
き
り
や
一
人
ぐ
ら
し
の

お
年
寄
り
を
励
ま
し
て
、
元
気
 

に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
十

一
月

二
十
一
日
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会

（葛
西
専
造
会
長
 
八
十

七
単
位
ク
ラ
プ
）
で
は
、
在
宅

友
愛
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
三
年
か

ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で

今
回
で
八
回
目
。
 

こ
の
日
は
葛
西
会
長
ほ
か
、
 

藤
森
良

一
市
福
祉
事
務
所
長
、
 

原
田
市
太
郎
市
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
局
長
な
ど
も
同
行
し
、
 

最
初
に
不
魚
住
に
住
ん
で
い
る

伝
法
谷
そ
だ
さ
ん
を
訪
問
。
 

そ
だ
さ
ん
は
、
ね
た
き
り
で

す
が
今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
、
 
 

二
十
八
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
地

区
住
民
な
ど
関
係
者
約
百
三
＋

人
が
出
席
し
て
盛
大
に
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
俵
元
転
作
 

元
気
な
様
子
に

一
同
も
安
心
。
 

葛
西
会
長
が
タ
オ
ル
や
石
け

ん
、
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
お

楽
し
み
袋
な
ど
が
入
っ
た
慰
問

袋
を
手
渡
し
な
が
ら
「
早
く
元

気
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励

ま
す
と
、
そ
だ
さ
ん
も
思
わ
ず

ニ
ッ
コ
リ
。
 こ
の
慰
問
袋
は
、
 

市
老
連
の
会
員
達
に
よ
る
一
円

玉
献
金
と
市

・
市
社
協
助
成
金

に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
も
の
。
 

こ
の
友
愛
訪
問
は
、
約
六
十

人
の
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
や
家
庭

奉
仕
員
が
、
ニ

ー
三
人

一
組
で

二
十
班
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し

た
。
 
 

営
農
組
合
（
伊
藤博
治
組
合
長
）
 

が
中
心
と
な
っ
て
建
設
し
た
も

の
で
、
木
造
平
屋
建
て
、
床
面

積
二
五
三
平
方
U
、
事
業
費
が

約
三
、
三
二
三
万
円
で
す
。
同

セ
ン
タ
ー
に
は
、
六
十
畳
の
大

研
修
室
、
十
二
畳
の
小
研
修
室
、
 

味
噌
、
豆
腐
、
り
ん
ご
ジ
ュ

ー
 

ス
用
の
農
産
物
加
工
室
な
ど
を

備
え
て
い
ま
す
。
 

落
成
式
で
は
、
伊
藤
組
合
長

が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
森
田
市

長
が
 
「こ
の
施
設
の
活
用
に
よ

っ
て
本
市
の
特
産
物
が
生
ま
れ
、
 

新
た
な
地
場
産
業
と
し
で
発
展

し
、
豊
か
な
村
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ

う
期
待
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
警
察
署
で
は
、
今

年
九
月
、
管
内
に
あ
る
飲
食
店

や
遊
技
場
な
ど
三
百
軒
を
対
象

に
「
無
記
名
方
式
で
 
「用
心
棒

料
」
 
につ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
約
半
数
の

店
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
 

回
答
の
約
二
七
％
に
あ
た
る

三
十
九
店
は
、
こ
れ
ま
で
何
ら

か
の
形
で
暴
力
団
に
 
「用
心
棒

料
」
を
要
求
さ
れ
、
こ
の
う
ち
 

一
納
税
音
頭
で
 

一
笑
顔
の
納
税
 

一
 
ー

神
山
の
斎
藤
さ
ん
 

三
十

一
店
が
「
現
在
も
支
払
っ

て
い
る
」
と
か
 
「過
去
に
支
払

っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。
 

「用
心
棒
料
」
 
の
額
は
、「月

一
万
円
未
満
」
、
 「月
一
万
円

以
上
三
万
円
未
満
」
と
い
う
の

が
大
半
で
す
が
、
中
に
は
 
「月

十
万
円
以
上
」
と
い
う
店
も
あ

り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
回
答
を
も
と
に
計

算
し
ま
す
と
、
年
間
二
千
万
円
 

が
五
百
に
達
す
れ
ば
、
記
念

に
歌
集
を
出
し
た
い
」
ー
昭

和
五
十
六
年
に
、
自
分
の

出
稼
ぎ
経
験
を
も
と
に
、
 

そ
の
苦
し
さ
、
辛
さ
を
つ
づ

っ
た
歌
集
「
渡
り
鳥
」
を
自

費
出
版
し
て
い
る
斎
藤
さ
ん

は
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま

』
 

し
た
o
斎
藤
さ
ん
の
作
詞
し
一

た
納
税
音
頭
は
次
の
と
お
り
o
一

ハ
ア
ー
 
実
っ
た
 
実
っ
．
 

た
よ
 
ソ
レ
ー
お
ら
が
郷

土
に
は
未
納
な
し
 
伸
び

て
広
が
る
夢
の
あ
る
 
明

・

る
い
町
に
 
ソ
レ
サ
ッ
サ

え
び
す
笑
顔
で
恋
を
す
る

み
ん
な
で
完
納
 
サ
テ

オ
ラ
ド
ッ
コ
イ
 
ポ
ン
ト

ネ
ー
 
（
二
、

三
番
略
）
 
一
 

 
、
 

'I
一
・
I

‘
・
ー
・》
‘
・
一
・一
・一
・ー
・ー
‘一
・ー
・

以
上
の
「
用
心
棒
料
」
が
暴
力

団
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 
「
一
回
く
ら
い
な
ら
」
 

と
か
「わ
ず
か
な
金
額
だ
か
ら
」
 

な
ど
と
い
う
気
持
に
暴
力
団
が

つ
け
入
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
警
察
署
で
は
、
暴

力
団
壊
滅
を
め
ざ
し
て
暴
力
団

犯
罪
の
取
り
締
ま
り
を
、
さ
ら

に
強
化
し
て
い
く
方
針
で
す
、
 

「用
心
棒
料
」
な
ど
は
、
勇

気
を
持
っ
て
断
り
、
仮
に
い
や

が
ら
せ
な
ど
の
被
害
を
受
け
た

場
合
は
、
す
ぐ

一
一
〇
番
し
て

く
だ
さ
い
。
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神
山
に
住
む
斎
藤
由
雄
さ

ん

（
6
3）
は
、
市
民
が
笑
顔

で
税
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
と
「納
税
音
頭
」
を
つ
く
り

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

（
 
斎
藤
さ
ん
は
、
農
業
を
営
 

》
む
か
た
わ
ら
短
歌
を
つ
く
っ
 

ー
て
二
十
五
年
。
こ
の
間
、
毎
 

霧
霧
警
鯉
？
騒
 

一
  
は五
百
に
間
近o
 

「

入
選
作
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年末年始の交通安全運動 
酒酔い運転直ちに免許取り消し

期間 12月巧日（日）～引年1月5日（日） 

ロ重点目標 

バルトの正しい着用の徹底 

飲酒運転の追放 

亡歩行者！特に子供とおとしよりの交通事故防止 

占踏 2遊故防止 
声年会こ正月等飲酒の機会が多くなりますが、運

動期間’にかかわらず、酒酔い運転は絶対やめてくだ 

結によるスリップ事故も多発しておりま

かける前にもうー度車の整備、点検をお 

酔
っ
て
い
な
い
と
思

っ
て
も
体
は
十
分
酔

っ
て
い
ま
す
 

上
手
に
運
転
し
て
い

る
と
錯
覚
す
る
 

“●
オ
ラ
は
死
ん
じ
ま
っ
た

だ
、
）
と
い
う
歌
が
昔
流
行
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
歌

は
酔
っ
払
い
運
転
を
し
て
死
ん

で
し
ま
っ
た
人
の
こ
と
を
パ
ロ

デ

ィ
化
し
た
も
の
で
す
が
、
こ

の
歌
で
も
分
か
る
よ
う

に
酔
っ

払
い
運
転
は
、
死
を
背
負
っ
た

運
転
と
い
え
ま
す
。
 

酒
酔
い
運
転
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
酒
気
帯
び
運
転
も
道
路

交
通
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
一
」
 

と
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
百
も
承
知
の
は
す
。
そ
れ
で

も
、
車
を
運
転
し
て
し
ま
う
人

達
の
言
い
訳
は
 

「あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と

思
っ
た
か
ら
 
と
か
「
少
し
し

か
飲
ん
で
い
な

い
か
ら
」
 
「自

分
は
酒
に
強
い
か
ら
」
な
ど
で

す
。
 

し
か
し
、
い
く
ら
お
酒
に
自

信
の
あ
る
人
で
も
、
ア
ル
コ
ー
 

ル
は
体
の
機
能
に
間
違
い
な
く

悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
体
が
運

転
を
す
る
に
は
適
さ
な
い
次
の

よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
 

気
持
ち
が
大
き
く
な
り
、
無

理
な
追

い
越
し
ゃ
割
り
込
み
な

ど
を
平
気
で
す
る
よ
う
に

な
り

ま
ず
。
 

居
眠
り
運
転
を
 

し
や
す
く
な
る
 

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
睡
眠
作
用

が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
 

人
間
の
神
経
な
ど
に
麻
酔
薬
と

同
じ
働
き
を
し
ま
す
。
体
が
疲

れ
て
い
る
と
き
な
ど
は
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
居
眠
り
を

し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
 

注
意
力
が
 

散
漫
に
な
る
 

周
囲
に
対
す
る
気
く
ば
り
、
 

注
意
力
が
鈍
く
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
前
の
車
ば
か
り
に
気
を

と
ら
れ
、
横
か
ら
出
て
く
る
自

動
車
や
歩
行
者
を
見
落
と
し
た

り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
 

反
応
が
鈍
く
な
る
 

と
っ
さ
の
判
断
が
鈍
く
な
り
、
 

動
作
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
前
方
の
車
が
急
ブ
レ
 

ー
キ
を
か
け
て
も
そ
れ
に
反
応

し
き
れ
ず
、
追
突
し
た
り
し
て

し
ま
い
ま
す
。
 

運
転
動
作
が
 

ぎ
こ
ち
な
く
な
る
 

ア
ル
コ
ー
ル
で
マ
ヒ
し
た
大

脳
は
運
動
機
能
を
低
下
さ
せ
ま

す
。
そ
の
た
め

ハ
ン
ド
ル
操
作

や
ギ
ヤ

・
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
な
く
な
り
、
蛇

行
運
転
を
し
た
り
し
て
し
ま
い

ま
す
。
 ◇

 

◇
 

十
二
月
か
ら

一
月
に
か
け
て

は
、
何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会

が
増
え
ま
す
。
 
「飲
ん
だ
ら
乗

る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な
」
 
を

地
域
や
職
場
、
家
族
ぐ
る
み
で

実
践
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
酒
類
を
提
供
す
る
飲

食
店
経
営
者
の
方
は
、
車
を
運

転
す
る
お
客
さ
ん
に
は
お
酒
を

出
さ
な
い
と
か
、
万

一
飲
ん
だ

と
き
は
車
の
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を

預
か
る
な
ど
、
真
に
思
い
や
り

の
あ
る
配
慮
を
し
て
あ
げ
ま
し

よ
・つ
。
 

五
所
川
原
警
察
署
で
は
、
交

通
死
亡
事
故
抑
止
「
緊
急
作
戦
」
 

を
実
施
、
十
二
月
末
ま
で
悪
質

な
運
転
者
を
重
点
的
に
取
締
ま

る
強
力
な
運
動
を
展
開
中
で
す
。
 

交
通
事
故
を
な
く
す
る
に
は
、
 

運
転
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
市

民

一
人
ひ
と
り
の
強
い
決
意
と

行
動
が
必
要
で
す
。
 

繊 
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銀
行
や
証
券
会
社
な
ど

の
金

融
機
関
へ
お
金
を
預
け

る
と
き
、
 

マ
ル
優
や
特
別
マ
ル
優
制
度
が

あ
り
、
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
な

ど
を
提
出
す
る
と
、
利
子
に
税

金
が
か
か
ら
な
い
こ
と
や
郵
便

貯
金
の
利
子
に
は
税
金
が
か
か
 

、
マ
ル
優
 

、
 

国
 

マ
ル
優
制
度
の
適
用
を

受

け
る
た
め
の
本
人
確
認
の
手
続

等
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し

た
。
 

①
非
課
税
貯
蓄

申
告
書
を
提

出
し
よ
う
と
す
る
際
、
住
民

票
の
写
し
な
ど

（
表参
照
）
 

所
定
の
書
類
を
提
示
し
て
氏
 
 

k

釧
軍
「
月
1
日
が
ら
ー
 

r
 

ら
な
い
こ
と
は
、
皆
さ
ん
よ
く

ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

昭
和
六
十
一
年

一
月
一
日
か

ら
、
こ
の
手
続
き
が
少
し
変
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
一」
 

で
、
改
正
の
内
容
を
説
明
し
ま
 

し
ょ
う
。
 

の
場
合
 

名
、
生
年
月
日
お
よ
び
住
所

を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
 

②
金
融
機
関
等
は
、
告
知
さ

れ
た
事
項
を
確
認
し
た
場
合

は
、
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
等

に
確
認
を
し
た
旨
の
証
印
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

図
 
こ
の
取
り
扱
い
は
、
昭
和

六
十
一
年
一
月
一
日
以
後
に
預

け
入
れ
を
す
る
預
貯
金
等
に
つ

い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

国
 
昭
和
六
十
年
十

二
月
三
十

一
日
以
前
か
ら
マ
ル
優
を
利
用

し
て
い
る
場
合
は
、
昭
和
六
十

一
年
一
月
一
日
以
後
新
た
に
預

貯
金
な
ど
の
預
け
入
れ
な
ど
を

す
る
と
き
に
、
新
た
に
本
人
で

あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
た
上
、
 

非
課
税
貯
蓄
申
告
書
を
再
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合

の
預
け
入
れ
は
非
課
税
貯
蓄
申

告
書
の
再
提
出
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。
 

①
 

マ
ル
優
を
利
用
し
た
普

通
預
金
等
の
利
子
や
給
与
な

ど
の
振
替
に
よ
る
預
け
入
れ
 

（
自動
振
替
定
期
預
金
な
ど
）
 

で
、
昭
和
六
十
三
年
十
二
月

三
十

一
日
ま
で
に
預
け
入
れ

を
す
る
場
合
。
 

特
別

マ
ル
優
制
度
を
利
用
す

る
場
合
に
は
、

マ
ル
優
制
度
と

同
様
に
、
所
定
の
本
人
確
認
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
取
り
扱
い
は
、
昭
和
六
 

郵
便
貯
金
に
つ
い
て
も
、
昭

和
六
十

一
年
一
月
一
日
以
後
に

預
け
入
れ
を
す
る
際
、
住
民
票

の
写
し
な
ど
所
定
の
書
類
を
提

示
し
て
氏
名
、
生
年
月
日
お
よ
 
 

②
 
預
貯
金
の
書
替
継
続
に

よ
る
預
け
入
れ
で
、
昭
和
六

十

一
年
一
月
一
日
以
後
最
初

に
預
け
入
れ
を
す
る
場
合
。
 

な
お
、
二
回
目
の
書
替
継

続
の
時
期
が
昭
和
六
十
六
年

二
月
一
日
以
降
で
あ
る
場
合

に
は
、
昭
和
六
十
六
年

一
月

三
十

一
日
ま
で
に
非
課
税
貯

蓄
申
告
書
を
再
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

十

一
年

一
月
一
日
以
後
に
購
入

す
る
公
債
に

つ
い
て
適
用
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
改
正
に
伴
う
経

過
措
置
に
つ
い
て
は
、
 マ
ル
優

制
度
の
場
合
と
同
じ
で
す
。
 

び
住
所
を
告
知
し
、
通
帳
等
に

確
認
を
し
た
旨
の
証
印
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
 休

日
・
夜
間

の
急
病
は
 

在
宅
医

師

D
紹
介

は
 

消
防
署
へ
 

容

3
5ニ
〇
一

九
番
 

（
長
急
医

療
部
八
台
 

本人確認をするときに有効な書類 

住民票の写し 
本人確認を受けようとする日
の 6 か月以内に作られたもの 

印鑑証明 

保 険 証 

年金手帳 

免 許 証 
本人確認をする日に有効な
もの 

、
特
別
マ
ル優
の
場合
 

、
郵
便
貯
金の
場
合
 

婦人の生活講座受講生募集 
レ受講資格 市内に住所または勤務先を有する

婦人 

レ受 講料 無料（ただし材料費は本人負担） 
D受講期間 61年 1月13日（月）-3月28日（金） 
ン申し込み締切り 61年1月 6 日（月）午後 4 時
レ申し込み先 市働く婦人の家 費⑩8898 
募集内容 

午 前 の 部 
10時～正午 

夜 	間 	の 	部 
6時30分～8時30分 

月
  

茶道‘表千家（15人・10回） 

ちぎり絵（15人・10回） 

生け 花（15人・10回） 

火 料理（30人・10回） 

水
  

0
0
 

ん
ん
 
咽
咽
 

響
  金

  

着 付（15人・10回） 
簾細工（20人・10回） 

,
‘
，
◆‘
，
◆◆
→
◆
・◆
‘
→
◆
→
◆
→
◆
→
◆
→
◆
→
◆
→
‘
→
◆
→
“
 
 

乳幼児の健康診査 
レ場 所 市保健センター 

ン受付時間 午後1時～1時30分 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。3 歳児は尿 

検査も行いますので、当日きれいに洗った小ビンに、尿 

を入れてお持ちになってください。 
レ注 意 6 カ月児の健康相談の際に、神経芽細胞腫（小 

児がん）の検査セットを配布します。 

レお願い 病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さんは 

ご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 日 内 容 
3 カ 月 児 S 60年 9 月生まれ 1月14日因 健康診査 
6  カ 月 児 S 60年 6 月生まれ 1月21日因 健康相談 

1 	歳 	児 S 59年12月生まれ 1月27日（月） 健康相談 

1歳6 カ月児 S 59年 7 月生まれ 1月28日因 健康診査 

3 	歳 	児 S 57年10' 1】月生まれ 1月16日（村 健康診査 

レお問い合わせは 

市衛生課（費⑩2111 内線268・272番）へどうぞ。 
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、
、
、
、
、
、
、
、

～
、
、
、
へ
、
、

へ
 

、
へ
、
へ
へ
 
へ
へ
 
へ（
 

一
泳
樋
遮
抑
錬
鯖
に
，

雄
億
造
（
 う

も
納
得
で
き
な
い
」
 
こん

な
不
満
を
持
っ
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
 

そ
う
い
う
人
は
検
察
審
査
会

事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

検
察
審
査
会

は
、
検
察
官
 

詐
欺
や
お
ど
し
で
金
を
と

ら
れ
た
り
、
交
通
事
故
で
被

害
に
あ
っ
て
警
察
、
検
察
庁

に
訴
え
た
が
 
「検
察
官
が
裁

判
に
か
け
て
く
れ
な
い
、
ど
 

ぎの図解 

“一〒蕪「 
111縄一ー」 

「
検
察
審

査
会

」
 

被書． 
，麟人 

舞人 

審
査
貝

）
に
よ
っ
て
審
査
す

る
制
度
で
無
料
で
十
。
 

ロ
弘
前
検
察
審
査

会
事
務

局
（
e
〇
一
七
二
⑩
四
三
一
一

一
番
・
青
森
地
方
裁
判
所
弘

前
支
部
内
）
 

の
と
っ
た
裁
判
に
か
け
な
い

収
分

（
不
起
訴
）
が
は
た
し

て
妥
当
か
ど
う
か
を
、
選
挙

人
名
簿
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
民
間
の
代
表

（
検察
 ”、“、メ、，、、、、、，~、～、～、“~~、～、」●…’叫“、“" 

五所川原市出稼協会では、出稼ぎ留守家族 
の不安解消、出稼労働者の安全就労の確保と
福祉の増進を図るため、出稼ぎ留守家族によ
る激励訪問をおこなうことになり、参加者を

募集しています。 
レ日 時 昭和61年 2 月20日から24日まで 

(4 ●白 5 日） 
D 訪間先 東京都周辺 
レ交 通 往復大型バス利用 

レ参加対象者 夫が東京都周辺で就労して 
いる出稼者（出稼協会員及び事故見舞 
金加入者）の配偶者 

レ募集人員 4 人 

ン経 費 市で負担します（本人無料） 

ン申し込み締切り 12月25日 
レ申し込み・間い合わせ先 

市役所 市民相談室 
，⑩ 211 1 内線282 

※申し込み多数の場合は抽選で決定します。 

」せ
棄
一
加
璽
蕪
聾
轟
塗
 

こ
れ
か
ら
、
日
毎
に
寒
さ
が

厳
し
く
な
り
厳
寒

期
に
は
い
る

と
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
事

故
が
お
き
ま
す
。
 

と
く
に
気
温
が

マ
イ
ナ
ス
摂

氏
四
度
以
下
に
な
る

と
、
防
寒

等
の
不
完
全
な
も
の
は
凍
結
し

た
り
、
破
裂
す
る
こ

と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
水
抜
徐
・
不
凍
栓
を
備
え
付

け
の
場
合
 

と
き
ゃ
、
就
寝
前
に
は
必
ら
ず

水
抜
栓
・
不

凍
栓
の

ハ
ン
ド
ル

を
し
っ
か
り
止
ま
る
ま
で
閉
め
、
 

蛇
口
を

一
杯
に
開
い
て
く
だ
さ
 

▽
電
熱
ヒ

ー
タ
ー
利
用
の
場
合
 

市
税
を
ま
だ
納
め
ら
れ
て
な

い
人
は
い

ま
せ
ん
か
。
 十
一
一

月
は
市
税
の
納
期
限
最
後
の
月

で
す
。
市
で
は
年
内
完
納
、
滞
 

ネ
ズ
ミ
の
害
を
防
ぐ
た
め
、
 

立
ち
上
が
り
部
分
を
ボ
ッ
ク
ス

で
囲
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
 

▽
む
き
出
し
の
管
や
、
屋
外
に

蛇
口
が
あ
る
場
合
 

蛇
口
や
、
水
道
管
の
立
ち
上

が
り
な
ど
の
露
出
部
分
に
、
保

温
材

（
毛
布
類

・
コ
モ
等
）
を

巻
き
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
 

さ

い
。
 

灘

簿
の
放

水
はや
め
 

致

」
．
 

タ
 

‘L
、第
 
／
 

検

一H
姑

白
”
う
際
、

料
「
吃
傍
 

J一
改
 
ー

m
じ
1
1二

k
出
が
 

ー
→

り
、

貢
水
は
や
 

ノ
 
い
 。

 

納
整
理
の
た
め
市
税
完
納
運
動

を
強
力
に
展
開
中
で
す
。
納
税

者
の
皆
さ
ん
、
「市
税
」
は
年
内

完
納
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

本
市
で
は
、
就
業
機
会
の
拡

大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図

る
た
め
、
地
場
企
業
の
育
成
や

企
業
の
誘
致
な
ど
工
業
開
発
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま

す
。
 

地
場
企
業
や
県
内
に
進
出
し

た
企
業
に
お

い
て
は
、
最
近
の

技
術
革
新
に
対
応
す
る
た
め
幅

広
く
人
材
、
特
に
技
術
者
を
求

め
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
ま
た

一
方
で
は
、
最
近
の
地
方
定
住

志
向
の
高
ま
り
か
ら
、
 一
旦
県

外
で
就
職
し
た
人
の
中
で
も
U
 

タ
ー
ン
を
希
望
す
る
人
達
が
増

え
て
い
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
 

本
市
で
は
、
技
術
者
を
求
め
る
 
 

企
業
と
U
タ
ー
ン
を
希
望
す
る

技
術
者
と
の
間
の
情
報
交
換
を

支
援
す
る
た
め
、
市
に
U
タ

ー
 

ン
担
当
の
窓
口
を

設
置
し
、
U
 

タ
ー
ン
希
望
の
技
術
者
に

つ
い

て
の
相
談
ゃ
、
情
報
収
集
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

皆
様
の
ご
家
族
や
ご
親
戚
の

中
で
U
タ
ー
ン
希
望
の
技
術
者

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
本
市
の

担
当
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
を
知
り

た
い
方
は
お
気
軽
に
市
秘
書
企

画
課
企
業
誘
致
地
場
産
業
振
興

対
策
室

（
。⑩
二
一
一

一
番

内
線
三
一
九
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
 

市税 

最終納期の月です 
長
い
間
家
を
空
け
る
よ
う
な
 
一
 

●
結
島
H
 

I
占
水
ら
出
 

ノ
 
ー

！
‘
 

●
 
●
 ■
I
●
 
ー
●
●
●
 

ー
 

・
 ・
 

ノ組
秒

タ
目
毎
区

究
組
を
 

納
期
限
は

1
2月
2
8日
 

国
民
健
康
保
険
税
 

4
期
 

市
 
県
 

民
 
税
 

4
期
 r

 

【
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麟
驚
 

親
子
で
親
睦

レ
ク
リ
エ
ー
シ
 
の
実

技
、
ス
キ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
、
 

主
催

叫
れ
楚
珠少
年
自
映
一
 

年

金

住

宅

融
資
 

一
般
住
宅
第

3
回
受
付
 

レ応募資格 m高煮鰹MLt農罵U61 黒焦叢生募集 
( 2）前項と同等の知識及び能力を有すると知事が認めた人 

ン募集人員 70人（男・女） 畑作園芸・果樹・畜産 D修業年限 2 カ年（全寮生） 
＞受付期間 昭和61年 1月20日～ 2 月 5日（郵送の場合は、昭和61年 2 月 5日までの消印のあるものは有効） 
ン受付場所 青森県営農大学校（電話0176-⑩ - 3111) 〒 039-25 上北郡七戸町字大沢48-8 
レ入校願書の請求 郵送料70円切手をはり、あて先を記入した封筒を同封して請求して下さい。 
レ入校試験 （1）期日 昭和61年 2 月20日 （2〕場所 青森県営農大学校 

ョ
ン
や
ス
キ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
を
行
い
、
自
然
と
の
か
か
わ

り
を
通
し
て
親
子
の
情
愛
を
培

い
ま
せ
ん
か
ノ
 

▽
日
時
 
昭
和
六
十
一
年
一

月
十

一
日
田
午
前
九

時
ー

一
月

十
二

日
回
正
午
 

▽
参
加
対
象
者
 

小
学
校
三

年
生
以
上
及
び
中
学
生
と
そ
の

親
（
保
護
者
）
、少
年
団
体
と
そ

の
指
導
者
 
一
〇
〇

人

▽
研
修
内
容
 
歩

く
ス
キ
ー
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
調
製
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
か

ら
農
業
委
員
会
を
経
由
し
、
選

挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
 

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の

用
紙
は
、
行
政
連
絡
員
（
旧
市

内
は
農
事
実
行
組
合
長
）
を
通

じ
て
、各
農
家
に
配
布
し
、
昭
和

六
十

一
年
一
月
十
四
日
ま
で
に

回
収
に
ま
い
り
ま
す

の
で
、
昭

和
六
十
一
年
一
月
一
日
現
在
の
 
 

親
睦
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 

▽
持
ち
物
 

洗
面
具
、
筆
記

用
具
、
運
動
靴

（
内用
）
保
険

証
、
運
動
着
、
防
寒
具

（
ス
キ
 

ー
に
適
し
た
服
装
）
 

▽
参
加
費
 

一
、
九
〇
〇
円
 

（
一
人
に
つ
き
）
 

▽
参
加
申
し
込
み
 
十
二
月
一
一

二
十
四
日
因
必
着
、
県
立
楚
珠

少
年
自
然

の
家
（
市
内
大
字
神

山
字
殊
峰
一

一
七
ー
六
〇
二
廿

⑩
」
1三
〇
1二
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

必
要
な
事
項
を
記
入
の
う
え
押

印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
 

▽
選
挙
資
格
の
あ
る
人
 

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
十
ァ
 

ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
世
帯
で
、
年
間
六
十
日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

②
昭
和
四
十

一
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
満
二
十
才
以
上

の
人
で
、
農
家
世
帯
と
同
居
し

て
い
る
親
族
（
六
親
等
内
の
血

族
配
偶
者
、
三
親
等
内
の
姻
族
）
 

③
十

ァ
ー
ル
以
上
耕
作
し
て
い

る
農
業
生
産
法
人
の
組
合
長
、
 

「夜
勤
専
従
看

護
婦
を
募
集
」
 

西
北
中
央
病
院
 

▽
応
募
資
格
 
看

護
婦
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
。
 

▽
採
用
人
員
 

若
干
名

▽
採
用
期
日
 

随
 
時

▽
提
出
書
類
 

履
歴
書

詳
し
い
こ
と
や
お
申
し
込
み

は
、
市
立
西
北
中
央
病
院
管
理

課
庶
務
係
（
。
⑩
三

一
一
一
番

内
線
二
七
九
番

）
へ
ど
う
ぞ
。
 

ま
た
は
社
員
（
年
間
六
十
日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人
）
 

▽
記
入
事
項
 

①
申
告
者
の
住
所
氏
名
（
押
印

し
て
く
だ
さ
い
）
 

②
耕
作
面
積

（
所有
権
、
賃
借

権
等
の
権
限
に
基
づ
く
農
地
）
 

③
選
挙
権
の
あ
る
世
帯
員
の
氏

名
、
続
柄
（
世
帯
主
か
ら
み
た

続
柄
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

④
生
年
月
日
 

▽
お
間
合
わ
せ
先
 

申
請
用
紙
が
配
布
さ
れ
な
か

っ
た
り
、
記
載
上
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
市
農
業
委
員

会
事
務
局
（
。
⑩
二
一
一

一
番

内
線
二
二
九

・
ニ
三
〇
番
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

▽
受
付
期
間
 

十
一
月
二
十
五

日
か
ら
＋
二
月
二
十
八
日
ま
で

▽
申
し
込
み
資
格
 
厚
生
年
金
、
 

船
員
保
険
に
三
年
以
上
加
入
し

て
い
る
方
 

▽
融
資
対
象
 
自
分
が
居
住
す

る
た
め
の
住
宅
を
新
築
、
購
入
 

（
中
古
住
宅
を
含
む

）
、
又
は

改
良
す
る
人
で
融
資
を
受
け
た

い
人
。
（
新
築
五
〇

ー

一
六
五
平

方
H
、
購
入
五
〇
ー

一
三
五
平

方
H
)
 

▽
融
資
限
度
額
 
三
二
〇
万
円
 

農
業
後
継
者
の
み
な
さ
ん
 

農

業
者

年
金
に

加
入

を
 

農
業
経
営
を
引
き
継
が
れ
る

農
業
後
継
者
の
み
な
さ
ん
、
農

業
者
年
金
に
加
入
し
て
お
り
ま

す
か
。
特
に
若
く
優
秀
な
農
業

後
継
者
を
確
保
育
成
す
る
趣
旨

か
ら
、三
十
五
才
未
満
で
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
人
の
保
険
料

は
、
普
通
の
人
の
保
険
料
に
く

ら

べ
て
約
三
割
ほ
ど
安
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
有
利
な

保
険

料
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
農
業
者
年
金
の
加
入
手
続
、
 

内
容
等
の
詳
し
い
こ
と
は
、
市

農
業
委
員
会
ま
た
は
農
協

へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

ー

一
〇
〇
〇
万
円
 

▽
利
率
 

一
般
貸
付
六
・
〇
ー
 

六

・
八
五
％
、
特
別
貸
付
六

・

八
五
ー
七

・
二
五
％
 

▽
返
済
期
間
 

一
〇
年
ー
三
五

年
 

▽
申
し
込
み
先
 
協
会
窓
口
又

は
取
次
金
融
機
関
の
本

・
支
店

へ
 青

森
県
厚
生
年
金
勤
労
者
住

宅
協
会
『

か
〇
一
七
七
 
⑩
ー
 

ニ
O
七
七
番
）
 

一
委
員
選
挙
人名
簿
 

調
製
有
資
格
者
は
申
請
を
 

雇用保険みんなが見守る 
正しい受給 

青 森 県・公共職業安定所 

昭和‘0年II月 1日～昭和引年1月引日 

雇月保険不正受給防止啓発月間 



市
の
本
庁
と
各
支
所
は
、
十

二
月
二
十
九
日
（
日
）
か
ら

一

月
三
日
（
金

）
ま
で
休
み
ま
す
。
 

た
だ
し
、
本
庁
の
市
民
課
、
 

会
計
課
、
収
納
課
は
、
十
二
月

三
十
日
（
月
）
は
平
常
ど

お
り
、
 

年
ホ
ー
ム
，
働
く
婦
人
の
家
、
 

保
健
セ
ン
タ
ー
は
十
二
月
二
十

八
日
（
土
）
か
ら
一
月
四
日
 

（土
）
ま
で
、
歴
史
民
俗
資
料

館
は
、
十
二
月
二
十
七
日
（
金
）
 

か
ら
一
月
四
日
（
土

）
ま
で
そ
 

ゴ
ミ
の
収
集
は
、
十
二
月
三
 

燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
尿
 

水
道
の
故
障
修
理
の
受
付
は
、
 

十
二
月
二
十
八
日
（
王
）
か
ら

一
月
四
日
（
土
）
ま
で
、
元
町
 

浄
水
場
（
。
⑩
二
六
三
九
番
）
 

で
行
い
ま
す
0
 

高
瀬
衛
生
処
理
セ
ン

タ
ー

の

燃
え
る
ゴ

ミ
と
し
尿
の
引
き
受

け
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
月
二
十

八
日
（
土

）
ま
で
行
い
ま
す
。
 

燃
え
る
ゴ

ミ
、
し
尿
と
も
来

年
は

一
月
四
日
（
土
）
か
ら
平

常
ど
お
り
引
き
受
け
ま
す
。
 

r
 

三
十

一
日

（
火
）
ま
で
、
ま
た
 

来
年
は
一
月
三
日
（
金

）
か
ら
 

平
常
ど
お
り
引
き
受
け
ま
す
。
 

一
【

豊

恒
』
 

三
十
一
日
は
午
前
中
窓
口
業
務

を
行
い
ま
す
。
 

図
書
館
、
市
民
文
化
会
館
、
 

中
央
公
民
館
、
市
民
体
育
館
、
 

三
道
会
館
、
福
祉
会
館
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
勤
労
青
少
 

れ
ぞ
れ
休
館
い
た
し
ま
す
。
 

西
北
中
央
病
院

は
、
十
二
月

二
十
九
日
（
日
）
か
ら

一
月
三

日

（
金
）
ま
で
休
み
、
 一
月
四

日
か
ら
診
療
（
午
前
中

）
を
行

い
ま
す
。
 

(
 

‘
』
“

“
ー
 

'
1
 

1
 

w
卓富叫

翻 

I'l 

」
n
T
(
（
」
武H
?
 

十
日
（
月
）
ま
で
行
い
ま
す
。
 

来
年
は
一
月
四
日

（
土
）
か
ら

平
常
ど
お
り
収
集
に
当
た
り
ま

す
。
 

ま
た
野
里
埋
立
地
の
燃
え
な

い
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
は
十
二
月
 

”
『
 

短
 

歌 津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
五
所
川
原
支
部

霜
月
も
半
ば
過
ぎ
た
る
吾
が
庭
の
枯
葉

の
中
に
カ
キ
ッ
バ

タ
咲
く
 
楠
美
 

チ
ョ

指
先
で
追
え
ど
も
動
か
ぬ
そ
の
様
に
乾
さ
る
る
魚

に
蝿
と

と
ま
り
い
る
 
原
田
 

栄
子

長
雨
に
色
増
し
し
庭
の
杉
苔
に
そ
っ
と
手
触
れ
ぬ
得

（
し

と
ね
）
の
よ
う
に
 
三
上

き
よ
み

葉
は
み
ん
な
落
ち
尽
く
し
薄
墨
色
の
枝
柁
び
し
さ
誘
う
白

樺
並
木
 
掘
内
き
み
子

冬
ざ
れ
の
街
に
青
色
白
色
の
背
表
紙
見

え
て
書
店
あ
か
る

き
 
赤
坂

千
賀
子
 

昭和60年（1985年）12月15日 
	

広報ごしょがわら 	 （第605号） ⑩ 

「工業統計調査」 にご協力を 
製造業を営む皆さん、今年も全国いっせいに 「工

業統計調査」 が実施されます。 

12月31日現在での調査のため、年末年始のお忙し

い中を調査員がお伺いしますが、ご協力くださるよ

うお願いします。 

この調査によってわが国の製造業の実態や製造活

動の現状が明らかになるほか、調査のデータは各種

製品の生産、販売プランをお立てになる場合の参考

になるのをはじめ、都市開発や下水道計画の資料と

なるなど、私たち国民生活の向上に広く活用されま

す。 

皆さんにご記入いただいた調査票は、統計以外の

目的に使われることは絶対にありませんので、あり

のままをお書きください。 

調査範囲一製造業に属するすべての事業所が対象

となります。 

調査項目一事業所名、従業者数、製造品出荷額、 

原材料使用額などです。 

この調査についてご不明の点は、市秘書企画課統

計調査係（電話唾，)-2111番 内線318・319番）へお

問い合わせください。 

交通事故のご相談は、お気軽にどうぞ 

無料でご相談に応じております 

午前 9時30分～午後 4時40分（平日） 

土曜日は正午まで（第 2土曜日は休みます） 

⑨専門の相談員が親身になってご相談に応じます 

⑥弁護士相談日】毎月第4水曜午後 1時～4時 

社団法人 H本損害保険協会 

青森自動車保険請求相談センター 

青森市中央一丁目23 - 5 

明治生命青森中央ビル5階（市役所東寄りlOOm位） 

青森調査事務所内 

ft0177-22 一 1025（直通）0177 - 76 - 4391 
電話のご相談もお受けします 

L 	あな茄轟たー冊」 
60年度版青森県の姿 

こ美麗な表紙・明快な解説・豊富な資料こ 

編
発
装
 

集 青森県企画部統計課 

行 青森県統計協会頒価 1,200円 

丁 B5判 多色刷 お申込みは 

表紙ビニール張 1 2月25日までに
本 文 140頁 

申込み先 市秘書企画課（費⑩2111、内線318・319) 
刊 行 61年 2 月初旬 

て県勢のあらましを知るには最適です”ーー＼ 

、ー県民座右の書としておすすめし ＼ 
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